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トリパン青による実験的リンパ腺細網症
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　　　　　　　　　produced　by　trypan　blue

　　　　　　　　　　　　Tomio　Izumiyama
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　　　　　　1　緒　　冒　　　　　　　　　　　　　農　1．

　リソパ腺乃墾リソバ撚組織の工「粥1腫蕩或は白1白L痕を　　　Die　E｛nteilung　der　I〈etilslulQsen　nach　dem

実験動物でっくる方法としてはX線，発癌性牧質，ホ　　　ldinisch－path（，logischen　Standpunkt（R◎tte－一

ル碍・掘多鰍あ…いつれ・・来上つた，．瓢器）lll，、、。1＿、，，　G，、。。1。m。，，、，。　be、．

もの顧の｝翻1｝1醐で，移h　’i　h：　1／H　iLIIZ・　，・1購蝿し，共　　。。nt，，　A，ti。1。ts・ie

他形態学的に悪性腫望蕩としての性格を具えている。人　　2．Lipoidspeicherumgsretil｛ulug．en

にはt然しながら，臨床杓には悪性腫瘍と同じ像を呈　　3・Essentielle　Retikulosen　bzw・Granuloinatosen

す・納・・らず，病猟・・醐轍鱒…胤か　器器t§1。ltee．ti‘’1”gie　：Retikzil°Sen　izn　eig一

ねる疾患群が存在する。所詐1細細症（RetiCulosis）と　　　　a，　Essentielle　Retikulnsen　im　eigentlicheii・

よばれるものもこの一っであるが，これと相似の状態　　　　　Sinne

を実験動物に作る；／／Sil：に戒募力したのほGillman等②　　　　　b・Beg！eitretilculosen・Granulomatosen　u・a・

膿9蹴聴灘繍蜜興憲：難騰i鷺、1糖・器1：
る礁によつて細網系に腫瘍性増殖を起させ，特にリン　　　　532，1955）

パ腺系統に種々のLyrnphomaを作り上げた。　Gill－－

m・n等の叢績は入のMalignant　Lymph・maの本体顕　に分れる。臨床的にこのii賭は予盾不良の悪蹴鰯と

明に対する有力な乎がかりを見付けたものであり，蕎　　　みなされるが，病理学的立場からの両瀞の異同論・更

蒋は和製トリパン脊を使つてその追試を行つてみた。　　　に反応性細網癌をも禽めて一搬に細網症のVariants

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　として個々の療患が考えられるか否かは細網症の病理

　　　　　　ff細織の鵬及び分類　　’粥脳醗殖而し鮒れば脚、火き姻門であ
　Letterer（1924）が提唱したReticu1。sis（細網症）　　る。臨床疾患として別個に取扱はれてき國たもの例えば

という書粟は元来細網系細胞の進行性・麗瘍性増殖　　　ホジキソ氏病，悪性リソパ腺腫群，単球白旗症，バソ

が系絞的に起る所のある特建の疾患群に与えられだ嶺　　　チ氏S．1’1三傑群，Letterer－Siwe氏病，　Mycosls　Fungo一

称で，本態性乃至腫瘍性細細症とも呼ばれる（例えば　　　まdes，骨のE。sinophi！ic　gralユuloma，　Lipoidoses等

Letterer・－Siwe民病・所謂単球良1血症等）。然し殻近　　　々はたとえ成熟病像は一見全く異るようにみえても，

次第にその内容が拡張され，病理総論白く位場から細細　　　その痛理発生を考えた場合，細網症という共通塾盤の

系の系統的増殖の著しい場合，それが一一ta的なものに　　　上に立つ変異に過ぎないという考えかたは媛近次策に

せよ，二次的なものにせよ細網疲と呼ば，｝tる傾向にあ　　台頭しっっある⑭。この意味において実験的に人の細

り，その包含する範囲は不鮮明とならざるを得ぬ状態　　　網症相似橡を作る事に成功したGil】man等の楽績は，

になつている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　彼等の結論には異論がある1’こせよ、高く評価されなけ

臨床搬瞠的にR・，tte・．　Bti・gl・・④は俵1）の　れぽならない。

ような細綱症の分類を試みているe’　　　　　　　　　　借，入の細綱症の中心となるべきリソバ腺乃棄リソ

　細網疲は一般に大別してreactive　and　neoplastic　　　パ挫組織の顕微鏡変化を分類記載づbるに当つて常に引

reti・u1・si・と翫ら・｝しているが，後者峨に本態†望三　」1・1されるのはR・bb－Smiむh⑤⑤の分類である俵2

細網癌（独義の細網癒）と輿性腫瘍（細綱1、矧ll甕症）と　　　）o　・
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巌　2・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　殖から腫瘍化えの諸階段が認められる。リンパ腺腫瘍

　　　The　Classification　of　Reticuloses　　　　　　　化は70日以肩はじめて認められ，1〔〕0～150日の問に

　　　（Robb－Smith　1938，1947）　　　　　　　　　　　　激増し，300～400FIの間に81％に燦すゐ。又200　H

解謝謡蹴焦，re，、，。1。，、，（。．111cular腱醐脚1・｝1・n瘍・162，・％…肌た・

　　1ymph。blast・m、，　B・iU－Symmers，　dise。se）　　　Gillm・・（並）ζ1糊i槻糸［1織学的のリソ・1】lli・！の病勲5

2・Lymph・id－・histi・・ybic　f・llicula・・eticul・si＄（　段階ee分けた俵3）。

。．§1欝錨潔asia）　　　　・r・a…9醐・正鰍織働・らげ，・1・として
1．Lip・－me1，ni。・eticul・・is（P、ut・i，r－W。ri・ger）　LymPh。P・1・・量・の攻rl揃こよつて雌納〃圃i肋1欝

　2・　SarCoidosis　　　　　　　　　　　　　　　　　　　明に拡皿こしたものから，企体がリソバ豫の綱襟集団か

％糠櫨潔culσse9　　　　らな・もの・a　f＆．　）］　／；し・1・li‡像獣1・・1轍・鞭強

2．My，1。s、ler。、i，　　　　　　　　調している・

　3・Lympho－histiocytic　medullary　reticulosis　　　　　Grade　2：膿瘍形成や線維症を特炎とする一方叉濾

4・Lymph・－reticular　m・d・ll・ry　r・ti・ul°sis　　触∫轍，洞内における・1・犠乃翻渡の組織卿渤【1
，．（Pﾕ艦゜黙1翻識la翻，。、，，（、e．（Si・u・lt／・・…cyt・・），・㈱鮒・縄蝋プ・・

　　tterer｛Siwe’s　disease，　myeloid　reticulosis　Qf　　　マ球或は共他の種々の細胞の増加（Gillmanはこれ

　　Isra61s）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　をPoly！’）las　tos　isと呼んでいる）がみられる。1血し鱈；内

6・St°「ag免・rticul・m　celled　med“Ua「y「e‘ic－　」支尉　鵬亦1徽の柵1態勲とる。
，．ulp，1畿1翻1。，y，e，、，u、。，、，（。，an。、ell　G・…3・㈱・1・・カ1蚤・lybl…，プ・ズマ・脚

　　reticulosis　of工sra61）　　　　　　　　　　　　　　饗換が説となり洞内皮は動員されてLymphocytoid

　8・Fibro－・myeloid　medullary　reticulosis（Hod齢　　　Histiocytesえの分化が行はれる。本段階は人のリソ

　　lcin’s．llisease）　　　　．　　　・・腺のR・ac・i・・Hyp・rpi・・i・に欄しているが，
9’ K1欝畿。A、肌、。“Recen七・鼠…撫・ヅ…球・出現増力醐・・・…

　　　Advances　in　Clinical　Pathology”Churcill，　　　醤徴でPiasmocytomaを作る事もある。　Grade　3迄

　　　London．　P，350，1947）The　bracketed　terms　　　の変化は可逆的と考・えられる。

　　　m・・n　th・　cur「ent　syn・・ymes・　　　　G・ad・4・大体70日以職こ趨つてくる変化でSi・・．・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　us　Histiocytosis或はPu】p　HistiocytQsisの総果と

　この分類は組織像そのものを需己載するに甚だ便利で　　　して趨ると考えられる。正常リンパ腺構造レま消失し，

あり，柳か煩雑な嫌いはあるが，リソバ線細綱症の顕　　．Lymphocytoid　Histiocyte，或はEndothelioid　His一

微鏡像は少く共本衷病変のどれかf・一一一つに該当する。も　　tiocyteの充実憔乃蚕海綿状（拡張したリンパ洞の散

とよりこの分類は疾患分類ではないから，同一患者，　　　在による）の増殖が虫体をなし，リンパ濾胞は発全に

同一リソパ腺組織内に2つ以上の変化が併存する事も　　　見られなくなる。叉騨々軽いFibrosisを併う。随索

稀ではない。Gillmanは次寧にのべる如く，白鼠の実　　　辺縁部には逓常Sternberg型巨細胞が形成さ2isZブ

験的リソパ腺細網症分類を彼独特の方法で行つてい　　　ラスマ球も少くない為Hodgkinis　Paragranuloma，

る。著者は大体Gillman⑨の分類に準拠し，その各　　Granulornaの組織像と酷似してくるし又他方Robb

々に就てRobb－Smith分類に照し禽せ乍ら検討を行　　一SmithのいうHistiocytlc　Medullary　Reticul。sis，

った。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Lympho－Hlstiocytic　Medullary　Reticulosis，　Lym－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　pho－Reticular　Medullary　Reticulosis脅肇の像にもに

　　　　　　皿　Gillman等の実験所見の概要　　　　　てくる。　Gillmanはこの様な像をHistiucytoTnaと

　Gillman等は南阿において，　Wistar純系白鼠193頭　　　名付けたが彼等の実験においては検索した全リンパ腺

を用い，1％トリパン青水溶液の0．5－LOccを白鼠　　　腫瘍中5工％の最高発現率を示したo

腹腔内に2週乃至1週間おきに淀入し突験開始后2週　　　　HistiQcytomaについで多いのはPlasmacytomaで，

目より410日目迄のものにつき細網系細胞の動きを精　　　特に髄質に甚だ商度のヅラスマ球増殖が起り，翼組織

細に観察しているが，193頭の中76頭にリソパ腺腫　　　球増殖をも併つている。PlasmaCytomaはそれ以上

瘍を発見し，200日を越す場禽は75％の例には少く　　　他の腫瘍に移行しない，更｝こEndothelivmaと称せ

ともどこかのリソパ腺が腫蕩化していた。この様な揚　　　られるものは1自し管内皮細胞の著明、な増殖と共にそれら

合踵甥化を起していない領或のリンパ腺にも単一・一　ts増　　の荊：1織球えの変換が盛に行はれている像で，細胞学的
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にHistiocytomaと酷似している。　P！asmacytomaは　　　薬は比i陵的蒜｛生が強い為か10週口頃死亡する例が多か

そこで停ll：するがEndotheliQrnaの場禽は！壌こStem　　つた為10週以后はll1三入jil：を適嵐減jll：し，戒は注入間隔

cell，　Paramonocyte，　Hemohistioblastえ移行し得　　　を隔週にしなげればならなかつた。

る。Endotheliomaは腿々線維を形成し線維症な起し

易い。叉H。dgkin’s　Sarconユaえの移行もみられた　　　　　　　表4

という。ParamonocytornaはHistiocytoma，　Endo－　　　　　　一
，h，li。m、と徽姻係にあるがP。，am。。。，y，。の　　一」1．礁！、．数＿．ttt．一．一一一．頸．＿数＿

増殖は他のものと区別出来る。Hemohistioblastoma　　　　　　　10　L－　50

はHistiocytoma，　Eエadotheliomaから移行する稀な　　　　　　　　　　　5〔｝　一一　IOO

II醐であり，　Y・Hi・ti。・yt・．・E・Cl・thelial　C，IIがSヒ・m　　　100一ユ50

c，uに逆分化する際この細i他が離：の胤蝿う一。　　　15〔ト2°o
この鵬に限り他のものと異り騨・朧である．nll、v）　　　2°°－25°
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　250　　＿　　300
明か苧こ酬…1鵬である・他a）　醐娘｛∠kで移li・’［（’よ糊　　　

30G－350
能である・以上の実験所見からGill・n・・が得矯論　　　　35（）－375

15（4）

ユ1（3）

8（の

5②
3　（1）

3（3）

2（2）

3（3）

は正常リンパ腺髄（G・ad・1）・鰍・朧のリ・　　副・1・．．37S｝…5。（24）
パ1鮫（G「ade　2）・反劇三i｝￥’？thfi（G「ade　3）・　1）　’，パ　　　括弓瓜1轍字1珊徽酬数を示す

1腺腫瘍・（Grade　4），悪性腫揚（Grade　5），の5殿階

は央々対応した病変より移行し争暮るものであり可逆的

な変化G・、d，3から，荊1近触G・・d。蚊も徽　　sn織学III勺検鰍調所リンパ腺を盆休とし，肝，

移行し得る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　脾・腎及び必要に応Uて骨髄，）ivli・Fi刊腎・大綱等に及

　Grade　3の反応性増殖もGrade　2の反応と同様多　　　んだ。リソパ腺の採取部位は原則として肝門部・火動

くの場合可逆性で正常構造に戻り1辱る。然し一一・Vi4　Gr一　　豚分岐部・顎下冨評；，頸部・縦隔澗・腋窺部，ソケイ部

・d，3｝蝦G・ad。4え移行し衛る・輪疑ない。　　のリン・糠を検索した・11歴20°ト似后の伽蹴ては

　問題となるのはGrade　4で，現在一般の病理組織　　上述全領城のリyバ腺につぎ検俳｛を入念に行つた。間

学的立場からは悪性睡瘍と診断されている。確にリン　　　定はフオル・nt”　・一ル（驚死例）乃釜Zenker液（屑殺

パ腺の正常llSkeは破壊融してはいるが，　Gill、n・nは　t列）を隙・・Ylktee－xへ“’・・｝・キシリン・エオジン鰍色

痛理組織学上，それが悪性であると云う確証を得てい　　　の外必要に応じ，Giemsa染色・PAS，　Pap疑鍍銀

ない（Despit，　th・di・。・g、・i・、ti。・。f　the　a・chit，一　法を併せ施した。尚屠殺働こ就てはリンパ腺緬より

。t。，e。f　th。　n。d，，　w。h。v，。。t　b，en　。bl，t。　xタソプ翻莫を作りギーサム染触行つた・叉200・日

。dduce　c。1、，i。、i。9　evid，。ce。f　m。1ig。。n、y，．i。．the　脈磁佛蹴て｝瀕撫り2～3匝1リソ懲の生検

hi、t。P。th。1。gi、al，e。，e，。，n・th。ghヒh，，、t、　b，一　を行つた・

。，・・g・h。・e・。m。。rs・di，　p＿・。・，1，．）．又、移植も　一ブ∫上述の白膿験と併笹て1°P・fiの　ラスにつ

不可能で鱒・・これ騨して・…思はれ・・従篇；犠潔’水溶液’1醐量゜’°5cc鰯

ってこれら組織学上所調．細網肉腫と診断されるものの

大部分は良性腫瘍増殖である。之に対しGrade　5は，　　　　　　　　　爽験成績

明かV＝悪性鵬で移樹能であり・灘雄し・7代　実㈱始㈱…～・5・曝醐では鋤リ。．・腺

の移植后も尚欄包撫不変である・然し・の様醸の　牛鋼闇翫1リ。バ腺は対照の約2認騨土敵してい

’悪髄瘍は獣稀にしかみらオ・ない・．　　るの猷糊であるが，t・iLらのリ…齢深融乃

、醐・方法　　　li欝畿よ磁蟹ll鞭端暫毅
　樋1009「揃駒雑舶鼠5°疋を｛，xmした酬難　m脚駄耳豫はみら漁かつた．50・．－1。0日N・・D例で

購別考慮を払はなかった・尚対照として無服乃至　は灘内｝・醐腹水膿轍力～貯留し腹麟出．血が癒

生理鹸塩水・週・回・・3・・腹腔【棚三入5～6勘も　接の姻拷えられるものが数f肋つた．リソ．a腺の

の3頭宛を用いた。　　　　　　　　　　　　　　　　割面は衷而と大体同様の色を5｝するが中心部に灰白色

　試薬には和光純薬製Trypan青の鰍水1・O％溶液　　　の小結節カミ形成せられているものがあり，特に15G臼

を毎週1回0．25cc宛腹腔内注入を行った。然し本試　　　以盾のものに多い。一方比較的履々肝，肺，腎等に可
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鰍きな麟と思はれ微離卿｛鰍縢の勘てい　　　A．辮擶卿酸化
るものがあり，リンパ1襯｛嫡に於ても辛じて肉眼で見　　1．強いSi・u・Histi・cyt。sis

得る秘度の同様病厳と数ケ形成しているものがあつ　　　　人の所謂洞ガタルに相似した像で，主に皮質及び皮

た。300臼以後の例に於てはリソパ腺のrl11反つて縮少　　　髄擁界部のリソバ洞カミ強く拡張して，中に泌離細胞の

硬化するものが可戒多数発見された。肝，脾等に明か　　　充油した状態である。

な限剛三剛馳作るもの｝磁に1例もみら溜よかつ　澗ノヨ灘細胞には種々のものがみら滴が，胤贋

た・　　　　　　　　　　　　轍の上破配的なの購働ミ・J繍i鯨と呼潮　”鍍
　　リンパ腺の糊1織蝉白く」”況　　　　　　ある。この撒は大さ縮oミsp　1＝ン内外の好酸鷹F・i

　リyパ腺の組織学的変化を記載するに蜘り薪者はト　　　形胞体（密集している時には多角形に変ヲ1多しているが

リパソ〒』’による特異性変化及び非1侍異性変化に2大別　　　），並びに致留な色質をもつ卵門形核が略rl1ジ轟に億す

した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る細胞で，鞄体内に1甦々空泡をヲ1夢成する傾向があるo

A）特異｛腋化・ヘマトキシ4ツー財〃染色で　この細包1よLymph。・yt・id，・Histi。・y七・（Gillm・。），

みるとリソバ腺の正常構濫が全く消失しているll：が特　　Prohistiocyte（Marsha】1）等とも呼ばれていゐが，戊

徴である。即ちリンパ濾胞，リンパ洞は全く破壊消ダミ　　熟組織王最に比し小さく又PaOhychrom三しticであり．ll．

し，且又リンパ腺被膿及被膜外デli；に増殖細胞力亀浸潤し　　　食現鞍な全く倣いている。

ている。リンパ腺組織内に：増殖した細胞によつて以，一ヒ　　　　澗内には小艇1織球の外，形質細胞（卵円1彰，強塩基

の現象が縄騨的に認めらまτた聯，我・・aよそれを慾　1聾三胞鰍lll融する刺i鰍蝋配列を示す核及び1姻囲

性腫瘍であると組織診断を下す。　　　　　　　　　　　明庭をFもつ細胞），リンパ球，大食球惨が混筏し，又

瀦も一応Gillm・nに徳・て以」・の1勲・㍑賜J・　小細演球であ弊ら」繊竪性胞1糖もっもの論1燃亥を

すものを椴腰化とみなし・四di・tl・cy・・m・・　．もつ点プラスー・緑に類似で購るが1孟酬　飽纏もた

Monocytomaの2種な区別した・（Gillinanは衷3に　　　ぬもの（大根田はこの様な細胞をヅラ熟マ球様の細網

ある様に，P！asmacytoma，　HistiocytQma，　Endotheli一　　細胞とよんでいる）等移行形を示すものも存森する。

°ma，　Pa「am。・・cyt・m・・H・m。hi・ti・bl…。m・紛　Gi11職はこの融多彩癬ll【ll包1馳Lymph。。yt，，

けているが・この様紛類は不ma，lt－iと叛ら鴻一考　P】・・m・c・11→Lymph・・yt。id・P。lybl。、t孔y卿h．

案参照）・犠腋化はリソパ腺疏騰の敵や　…t・三dH・・・…y・・→・・・…c…勲獅舳つて

う点に於て以下非撒変化と一応区別腺る・　　説肌ている。

　　B）非特期・変化　　　　　　　トリパ哨髪駄飾1麟内酬膠醐蹴靴届
1膿膿化を除いたもの瞼部3ト特期・変化として　るが，il網漁醗体醐編、罫セしているのは糸粒

一括したが・この中には種々雑多の形をカす反応性細　　　体の崩潰を意味するものであろう。

網艦凱・麟繊・灘症等鎗まれており・病　髄蹴洞1膿繍する撒胴備月獄分よりな
因子いリパ瑠輔鮒∫1似外e・．他の偶鍛炎症　り，ひとの洞ヵタルの鵬と鋤，噸と拡張リ。パ

巣・代謝嬬等の継的搬とも教ら滴もの力覗　洞との麟セよ馳利難と焔が，麟1欄合には洞

在している・リソ磁の組糖・醐聰1縢は内姻の　敵の殆んど鏑購　失し謙鰍色によつてはじめ

影響のもとに極めて動き易く不安定であり，従つて正　　　て洞壁が残存している事を認める溺もある。

常組騰の動き得る範囲を限定一Sる期燃難である　洞内細絃の焔1分は鯉鱒こ増殖した細包の洞内演己

が・これも亦原則的にGillmanに従つて，強い　　　入に山来すると考えられる。

Sinus　Histiocytosis・D三ffuse　LyniPhocytoPoiesis，膿　　　　皮質濾胞及びその中心に位する反応中心は共によく

瘍形成，びまん性繍随をトリ・・ン脊によつて起つた　発育L，儲を｛繊する細網細胞は磁撒馳肘騨

非特異性変化とみなし，他は大体生理的変動域内にあ．　多い。

る変化と考えた。Gillmanはこの生理的変動域内と　　　拡張リソバ澗は又陞々著しい出血を起すが，このよ

考えられる白鼠リンパ腺の組織像を9型に分け精細に　　　うな場合赤Jfit，f＊，　Fl［L鉄素は火喰細憂［1｝こ撫取されるが，

記載し（第3蓑）・その各々とリンパ腺の腫揚性細綱　　　髄肇1内にも同様の細胞が沢山現はれるL、

症との間に病醗生の上から1継な関連1物ある事を　　洞1ノヨ皮が剥灘損し髄齢1胞が洞麟肌，従つ

強調しているが諮勘研究西霊点はGillm・nが第　て珊傾1糖趨・醐1鱒壁が直ぎ釣ソバの湘、に接

度㈱3炎）にある為・鯉隙内の変化蹴て購し　した聯，毛繍糧を　轄しそ四透過性畷辮欝

い繊を雀いた・　　　　　　　　　えるF｝Jパ囁・によつて洞内の踊Lは・陶遡蜴くな
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る。　』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と同じ日数で現はれ両ヨ擬併存する事も少くない。

　Gil！manによれば，白鼠正常リソパ腺の洞を横断　　　　　3．膿揚壊死の形成

して髄索間に跨る毛細tflt管は入のリソパ腺に比し掻に　　　　リミ験動物の肺，肝，リソバ線，腎等は可成高蹴｝こ膿

多いといっており，洞内出」血の原因としてあげている　　　賜，壊死巣の形成を伴う。多核白［1【L球の充満した膿瘍

が，著者はその様な所見を対照動物に確認する事は出　　　巣は脂肪浬二着により明るく膨大せる偽黄〔島腫細胞1ウ1に

来なかった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　食ユ囲され，冤にその外側は線維勢細胞，頚上皮細胞，

　勿論洞内血液は，例えば出」血性腹水の吸収された様　　　単球，小組織球等を含む幼才ll肉芽層乃顎は硝：銅栄線維

な場合も考えられるが，リンパ腺組織自体の日』11111傾向　　　被膜に．翼つて蔽はれている。凝閲壊死の場合も略同様

はトリパン青の中毒現象として注日に他する。　　　　　　である。これらは何れもFリパソ”i！SLのもっ翻生作月：］　Jl！ll

　本症は実験FI数50～200日の例に，多発し，且つ頸　　　ち細胞呼吸酸化【lll」1：乃灘は抗体形成抑制作川にi狽する

部，顎一ド部，腋窩；部領域リソパ腺に好発するo　　　　　　ものであろう。

　　2．　Diffuse　Lyrnphocytopoiesis　　　　　　　　　　　　　4、　線維疲

　GiUmanはこの病変を正常リソパ腺変動スペクト　　　膿瘍を形成する例では，その付近に髄質のびまん憐

ルの中にいれ9型の正常像「【1第7，8，9型として記載　　　線維化をll…｛1している禦が少くないo

しているが，薪潜はトリソバ胃により特にこの変化が　　　然しGilln）anがいつている様なリソパ腺髄質金体

税はれ易いと考え，ツド特異性変化の中に偏入した。こ　　　の狩異な線維化1象には接しなかつた。

の組織像は人のReactiVe　Hyperplasia　Vc相嶺し，髄　　　　　13．塒異性変化

索は藻だi致密な細胞増殖のためその幅をまし，リソバ　　　　　L　HistiOCytOlna

洞は殆んど，或は全く疋迫消失し，儲質の極度の増大　　　　小辮噛跳球な搬体とした細胞増殖一リソパ球，蝋

の為皮質も圧迫を漿り，濾胞ち退紐｝・消失の傾向が強　　　球，ブラスマ球も釦少混在する事もあるが一は結節

い。従ってリンパ腺全体がびまん性の細胞増殖で澱換　　　⊇1犬或は梁状の配列をとり，リソパ節の正常構造は殆ん

されている様にみえる。然し鍍銀染色を参考にして精　　　ど兜金に消央している点は腫瘍といって藻支えない。

｛すると，リソバ洞壁はよく残存しており，その中に　　　増殖の起点剖1位はリンパ腺門部付近乃1蕪は皮髄境界部

リソパ球，組織球が充満し，特に前者が麦醜的である。　　と考丸られ，増殖が被膜下に到逮すると被膜を貫通し

これらリンパ球は主として髄索にびまん慣三に起ってい　　　て被膜周田1の脂肪線維荊L織に漫潤が波及してゆく。増

るLyrnphopoiesisに由来すると考えられる。髄索は　　　殖巣内には妊銀線藩臣は殆んど形成されず・又小組織球

リソパ球増殖が主体とはなつているが，それ以外に，　　　胞体内には大小の塞胞が形成され易く特に200日を過

トリパン背，血L鉄素，核破片等を摂取する細網細胞を　　　ぎた例においては腫瘍組織嚇lll胞変性の為寧ろ退縮の

別として，細網細胞よb更に大きな凹形細胞の増殖が　　　傾向のあるものも認められた。

目立つ。この細胞は食作用を営まず，好塩蕪性，好ビ　　　増殖細胞ば時に多核，多葉性の巨細胞をつくるが1

。ニソ性で核｝畑く，胞体に比して火きく，聯かな　核の配列状態や形は多様で・L・nghan・型或は・Ste一

核網の中に曖大きな核小体を含む。この細胞は種々の　　rnber鱒型・或は全く不規則の配列をとるものもあり・

名前で呼ばれている　（Stem　cell，　Hemohistioblast，　　個々の核の性状は小組織球のそれに等しいoこの様な

P，imitive　R，ti、。1・m　cell）が；天野⑫，海野は〃　像1よHi・ti。・yti・M・Cl・II・・y　R・ti・ul・・i・（第2袈）

パ胚球（Lymphogonia）と名付け，リソパ腺の細網　　　に相似の像と考えられる。

細胞から異形成的に発生し，大リンパ球の僻細胞にな　　　　HistiocytomaはGillman　と同じく70日｝・1頃より

るという。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　発見し初め200～300日の例には全例に少くとも何れ

　このリソバ胚球が増多した場合，胞体は膨大，水泡　　　かの領域のリソパ腺に発見禺来た。又部位としては肝

状となり，核崩潰を起す傾向が現はれ，その論全リン　　　門部，后腹部，顎下部リソパ腺の順に多く出硯した。

パ腺細織が空胞状にみえる。この様な状態を著者は　　　特に肝ド弓部リンパ腺は全例の75％カミHistiocytornaの

Lymphogoniosisと名付けたが，リンパ球の遇剰生産　　像を呈した。こ穿しは腹腔内に注入されたトリバン青の

が行はれている像といつて薙支えない。リソバ洞は圧　　最大作∫翫1工がこの部にある事を物語つている。

迫され且つ増殖細胎で閉塞された状態では，リソパ節　　　　2・Monocyヒ01na

内のリソパ液循環は著しく障審される審は当然でリン　　　小紅織球に比し大形で核は腎形で戯切・陥IUIを示

パ球生成にのみ主力が置かれる結果この様な像が生れ　　　す。小組織球と混合して腫瘍を形成している嘉もあ

るのであろう。本組織像も大体Sinus　Histiocytosis　　る。　Mouocytomaの｝il現はHistiocytomaに比ぺる



1960，　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　263－（263）

と蓬に低く4頭（160H，230日，250日，350日例）の　　　で，狭穿部に隣接した面L管皿空内には、1鱈了F［ltが起る。

顎下腺に認められたに過ぎなかつた。　　　　　　　　　　　増殖細網細ll｛豆の中には小島をなして髄外巌1甑巣も発

　Histiocytoma，　Monocytomaは両者共に正Ut一組織　　　生している。脾破膜は線維｛ノ【三肥厚な起しているが，被

を破壊消失させている点においては悪鯛郵身といえよ　　蜘F〔下に増殖する細∫1包の被膿内侵入は認められない。

う。然し腫瘍細胞は何れも異形劉1・多形｛生に乏しく単　　　以上の脾細網，ll・田胞の増殖態度は悪性腫瘍ではなく，

調な細胞増殖という感を与える。Gi11manは移植不　　　白．；fiL病細胞に似ており，脾細綱症といつてよい変化で

可能の為これらを良性の腫瘍と考えている。然し乍ら　　　ある。細綱細胞の増殖カミ特に頸薪な場合はその胞体は

鍍録染色によつて調べてみると，リソバ洞が腫瘍組織　　強好塩基｛生となり，又好酸球，臓細胞，髄外盗血巣形

内に明に認められ，単に髄索の細胞増殖に圧迫されて　　　成が西」度となるが，リンパ腺にみられたような小組織

閉鎖されているに過ぎぬと思はれる像カミ発見出来る。　　　球，形質荊1！胞の出硯は意外に軽く小巣をなして散点す

即ち細胞増殖による積極的の正常lll艶破壌は余り行は　　　るに過ぎない。以上の強い変化は主として200～300

れていない。従つて蒋新は磁なるH－E染色のみによ　　　日例に多く硯はれる。

り睡瘍と診断したGilllnanの見解には疑念をもつ。　　　　線維症は200｝二1以」：の例に腰起るが，いつれも被膜

寧ろ著潴は彼が腫甥と考えたHistiocyto狐a外種々の　　　’下に発生し，脾梁を中心として拡がるものは稀であ

ものは矢張反応｛生の細ll包増殖ではないかと労えたい　　　る。

（考i案参照）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2・　’円・髄（大1闘D

　GillrnanはHi＄tiocytomaの外に　PI乱smacytoma，　　　　脾岡様100日前盾より細綱細胞の増殖が瞥t．くなる

Endothelis皿at　Paramonocytoma，　Giant　fσ11icular　　　が，1司時に骨髄組織の』裏死が可成強く起り，これらの

Lymph。ma，更にポジキソ1勾芽｝臨ホジキン肉腫様の　　為’1’1髄造1白L巣は随階1「1張の傾向にある。3〔IO　I　I箭盾の

像，真性腫瘍（未分化細網肉腫）等を碍ている（炎3）　　例では好酸録の著t，い増加がみられるが細甜酬il胞の増

が本突験では認める事はll二｛来なかった。ブラスマ球は　　　殖ほ脾に比してそれ秘顕藩ではない。又轡髄小」血管の

確に可成多数紅織球，リソパ球，li球等に温じて出現　　　内皮下組織えの細綱細胞侵入，増殖は全く起つていな

んるが，骨髄糧に相似の像はみられなかつた。3ζ巨大　　　い。小形組織球，形質細胞の増殖翻lll同様明でない。

濾胞リソパ腺腰費こやN似た組織鰹セこは接したが，　これ　　　　　　　3．肝　　　　　臓

は寧ろ反応性濾胞増クit〔と考えた方が妥当と思はれる。　　　　全例を通じて肝の組織学的変化は脾リンパ腺に比し

　以上リソパ腺にみられた病変像を列記したが全身諸　　　て少ない。大体において肝細胞はICO口頃逡肥大し，

領域にこれらの摘変が種々の組合せで起る。その中特　　　以后萎縮する傾回を示しSinUSoidは拡張する。肝羅

に腫瘍性痛変を起し易いのは肝門部，簑干部，后腹膜　　　細胞は全経過を通じ1隆い肥大を示すのみで増殖の気配

部リソパ腺であつた。　　　　　　　　　　　　　　　　を現はざない。肥大肝細胞の胞体は粗大願粒状となり

　　　リyパ腺以外の臓器の組織所見　　　　　　　　　恰も神経細胞体の虎斑の如く，而もPAS染色陽性を

　　1．　膵　　臓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛1．する。この様な肝細胞は時｝こ小巣状の凝鼠1壌死に陥

　脾は肺，脾等に比し壊死，膿掲を起す抽ま殆んどな　　　つている。70日目頃より現はれる共通の変化は門豚岐

く，一般に脾洞が拡張して1鰭：に冨んでおり，脾髄内　　　周囲における小形組織球の増殖で，最初は白血病の際

にはlit鉄素が大塊をなして臆々沈着している。又濾胞　　　にみられるグリソン氏鞘細胞漫潤と略li司様の浸潤態度

の周囲に環状出血をみる1純稀ではない。この様な変　　　をとるが，150日以降では次雛に小結節状増殖の侮｛阿

化は50日以盾次第に強さを増すが100目目頃より濾胞　　　をとり，瑚闘の肝細葉に対し瓶排的に増大する。然し

の縮小消失が起り，脾髄細網織の増殖は逆に盛んとな　　　この結節を構成する組織球には異形豫を敵き肉芽腫と

り，時には多少の異形像，多形1象が硯はれ，多葉、多　　　しての性格を朋に示している。3L’O日以贋においては

核のSternberg型臣細胞，核分裂像を認める衷もあ　　　一旦形成せられた上記肉芽｝i動こは液化の傾向力現は

る。従つて都泣的に細網肉腫，或は比較的好酸球を多　　れ，嚢腫様腔内に増姐細胞が浮游する状態になる婁も

く交えた所ではポジキン氏肉芽腫に類似の像を塁する　　　ある。350日以后の例において1よ履々好鑑蟄性肝細胞

事もあるが脾の正常構造は破｝裏される辮はない。　　　　の小結節状増殖が単発P臆多発している頚：があつた。

　一方これら増殖細網細月辺の特微として，脾梁内の静　　然し肝硬変乃棄は肝癌，肝細網肉腫の発｛1三は期待に反

豚の内皮下組織にJ血1蟹外部より侵人し，びまん性に拡　　　して，見出す罫は出来なかつた。

がり，撫管腔はその為著しく狭穿される事が多い。こ　　　　　4，．肺　　臓

の現象は脾血流の障害に或役1，fvを演じている華は明か　　　　Tr、　Bl，注射聞始1遡盾より既に肺気管技周胤



264－（264）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　信　少H　医　言志　　第g巻　　第1手｝

血管周囲をとりまいて外套状の細網細胞，小型組織球　　210日，の2例にはリソパ腺，肝，胴喋他にびまん性

の増殖が開始され，肺胞壁はこの為肥厚し，肺胞内に　　　の単核細胞の」・ll殖浸澗が旭つており白」鰐1｝捲思はせる

Tr．　Bl・願粒をもつ泡抹状の所謂肺胞上皮細胞が景11離　　　が，類白1ω丙との鑑別は困難であつた。

充満している処もある。中等大乃釜小動豚の場禽，It［L

管周［IHに増殖した組1胞は動豚筋層を侵さない事が多い幽 @　　　　　　　VI　総括及び考案

が，時として筋層より内皮下層にまで及ぶ堺もあり，　　　　トリパン1チは細綱系特にリソバ系組織のそれに強い

1銚P・…t・riitis　n・dg・・の攻［：1き観を・するが，　f血L　親秘’kをもち・丁生rくカ・ら・k体染色色素としてJTJいら2Z

管壁にブイブリノイド壊死は認められない。叉気管技　　　てきたが，この色素は又1貞L漿アルブミンと結合し易い

周闘に増殖した同様の細鞄は筋層，基底膜を貫瀬して　　　性質をもつアゾ色諸化台物の一種でもあり，Sulfo一

気管技粘膜上皮を雛上し，更に内腔に遡及ぶ事もあ　　　蕪を具えている事が1博微であるo

る。其他気管技凋1川に明かな反応中枢を具えたリンパ　　　　Gillrnan等は最初（1948）トリパγ脊を雌白鼠に

濾胞の形成，或は強い水腫が起る：事もある。以上の諸　　　洗入し，実験的に蝦白質代註な1障薄を起させ，これ齢の

変化は火体200Fi迄でそれ以盾になるとR立つて気瞥　　　白鼠から生れた仔鼠に種々の発冑異常や喘型の発坐す

枝を中心とした膿瘍の形成が多くなる。即ち襲状に拡　　　る頚：を示し丸が，続いて（1949，Jr　l，52）彼等はこの

張した気管枝腔内に1多形核悶血球を主体とした灘出物　　　色素な長期連続投一いする富により，白鼠に種々の形の

が貯溜し，更にこれを中1亥として気欄支漿全体が壊死　　　Lymphoma，細網肉脚窄を作りIAす躯に成功した（罰［

に巻き込まれ，膿瘍膜で包囲される。膿瘍膜は泡溝細　　　tt「酸・照）。

胞を多数含む細網細｝J鰭1で線維化を起している場舎も　　　　同じくトリバン『f，Evans，　b！ueを用いて」熾試を行

少くtsい。膿甥とは別箇に，肺組織には一般にびまん　　　つたMarsha11⑧（1953）lrk　180　f：1以上の投与例にお

性線維化が起り，線維憔硝化巣の中に肺胞の腺様構造　　　いて肝にHistocyt。ma，　Vンパ腺，脾に細網肉腫に似

形成或は気僧；枝及その周囲に小形紅織錬或1ま形質細胞　　　たll｛巨瘍性拍1変を，叉時には骨髄腫にイ息乳た変化なリソバ

からなる肉券腫様増殖が認められる。気讐枝上皮下に　　腺に葱めている。

増殖したこれらの細胞が局所的に上皮を気舟1｝’枝内膝に　　　大根田等⑨（1957）も亦細網症のほか2140以降の

内糠隆起させ息肉状の腔内形成物もみる」・9が瞑ある。　　例に肝セこ墨発性細網肉腫の発｛Lをみたが，Papachal－－

　　5．共他の臓器　　　　　　　　　ar・mp。・s⑨（1957）1止275匿似盾の例において”購

　皮下，大網、腎，澗闘等の脂肪織，粗しよう結合織　　　に肉腫の形成みなたが肝共の他には肉腫の発乙1三はみら

には何れも動艮された多数の大食細胞内に多罷のTr・　　れなかつた。然しGi！lmanを除いて以上の諸爽験に

B1．が塊状をなして沈着し，深膏色の色調から茶褐色　　　みられた肉腫と称せられるものは，何れも同種腹腔内

色調えの移行がみられる。又諸処にリソパ球の小集団　　　或は皮下移植試験が陰性7う至失敗に終っている。勿論

が形成される。腎闇質には小形組織球，形質細胞の浸　　Giliman　lのいうHisti。Cytoma等良性腫瘍と彼が呼

潤が小巣をなして現はれ，又時に髄質に隈瘍を1〆ドる。　　　んだものは移植不可能であつた。

糸球体，上都細尿管にはTr．　Bl．の沈着は全くみられ　　　著渚は，以上の実験に際し常に用いられたGrtibl一

ないがヘンレ氏蹄上皮に細穎粒状をなしてTr；BLが　　　er或はMerCk製トリパン脊の代りに和製トリパソ

沈著している。睾メL精上皮には意外の傷雷作用が現は　　　胃（和光純薬製lliのを用い且つ雑系の白鼠を使胴し，

れ，精上皮の大部分が荒綾し，或は精f姻ll胞より精細　　　Gillmanと同じ方法により略岡様の細網症を爽験的

胞えの成熟過程が中断され，時に精母細胞は多核区細　　　｝こ作る事が出来たが，殻　iv；；5　375日生存例においても肝

胞を作る。この際セルトリ氏細胞は余り楓傷を齪らな　　　その他に肉腫の発生を認める駅は出来なかつた。

い。卵巣には殆んど変化を認めなし・。従つてTr．　B1．　　　Gillmanはee　3の如くIE常リンパ腺と悪侶1三リンパ腺

による実験的崎型発生は主として精糸・形成異常に負　　　肉腫との闇に5段階を設け，正常リソバ腺構造，反応

う所が多いと考えられる。副腎皮質は一般に肥大肥厚　　　性細継症，腫瘍性細網疲，肉腫えの連総1勺移行を認

しているが細網内皮系細胞の活動は全く誌められな　　　め，反応｛生増殖（Grade　2，3）及び良性腫瘍（Grade

い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4）は正常リンパ腺諸練（Grade　1）及びはつきりし

　　〔付〕マウス実験例の所見概要：　　　　　　　　た悪性腫瘍（Grad　5）との聞に連続的架橋を示すも

　マウスにおいても大体ラツテと同様の変化が起った　　　のであり，従来所謂細綱肉腫といはれているものの大

が細網細胞の増殖程度は一般に微弱である。又全例共　　部分はGrade　4に風し勇｝1理組織学的には悪｛t，【モではな

に膿瘍を何処にも発見出来なかつた。ただ157日，　　　いと結論している。
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　Grade　4即ちGillmanヵミHistiocytoma，　Param－一　　をまじめその他の諸臓器の細網糸π1胞の示す態度は一様で

onOCytoma等と呼んでいるものが果して｝1亜湯である　　　はない。肝の聯ll1胞は案外51【珪関心であり，脾細網細胞

　といいきれるか否かに関し著潜は大きな疑閲を持たざ　　　は輝泌様の多形性を示す。これらの激異　はトリパン青

　るを得ない。彼はリソパ腺の正常構造の破壊lrl失を強　　　注入部からの吸収縄路の憲異にもよるであろうが叉一

調して11戯であると主張しているが，正常構造の破壊　　　方トリパンr｝に対する各臓器組織細網糸lli胞の特異性を

損失がとりもなおさずそこに増殖している細泡組織が　　示しているともいえよう。

腫瘍であるという掬こはならぬと思う。：再生増殖が急　　　　1・リパン背は一般に細綱刑1胞糸粒体に沈欝し，特に

激に起つた場禽は矢張或程1旗の様醐搬は起るしN　撮日f驚謝をに轄する翻三嘔，、…作州と細網細包刎甑酢

一方鍍銀染色を施してみると，このような場合案外濾　　　用のIll“ブ了面のr「用をもっと考えられるが，急性中1η；作

慰澱や洞力鴨全に残つてし・刷耀発見する事も少く　∫ilにより欄鵬死が起城蓬榊形成不全の潮鵬力溌

ない。著者の経験した所謂Histi。Cyt。m・，　M。n・Cyt－一　‘k賜く，気’｝融拗［融1侭と考鮭、れる。一ブ双他

・maの櫛鰍聰は1肱も・一定の大きさに途したも　喫1撚染ω絶素と異り細網、審1鵬のll鰍を趨す点は，

のでは空胞形成が馨明となり退縮の傾向を！jlしてい　　　脂肪に親和性唾rもっScharlachrot，　Sudan　JEが上皮

る。即ち急速に増大した再生的甜【1胞増殖であり，従つ　　　湘1胞増殖作用を示すのに」七激しており，これらの色素

て同時に未分化の細胞も或程度出阻乳してくる。この点　　がいつれもトリパン青と岡じくアゾ磁繁化合物であ

　比較的宏定した形で除姑増大する斑性腫瘍とは異　　　り，表皮増殖の外に川二に腺睡をも形成する作用がある

るように思はれる。一旦発d三したHistiocytomaが共　　　カミ（M・B，　Schmidt　1924）本り纒食においてトリパン

後トリパン脊の影轡を全く勇1巳’らない状態になつても尚　　　膏にも晩照に肝．L皮の腺様増殖のジ逢生な認める事がlll

かつ増殖する能力がある場禽初めて腫瘍と断定する，li：　　来た。

が可能であるが恐らくこの様な場☆Hl・しi・cyt・m・は　　Fi・・he・－W・・e1・（1q．。6），　M．　B．　S・hmidt　q924），

退繍映してしまうのではなカ・ろうか。　　　　K。rteweg（1932）4塗はかつてこれら　剛踏解性鱗

　何れにせよ著潜はGillmanのいうGrade　4迄の　　　を用いて」二皮の過欄増殖，）jl：腺腫から更に発癌さもよ

変化は反応性細網症であり，生体の平衡ll疋態の恢復と　　　うと試みたがいつれも不成功に終つている⑬がこれと

共に退縮する可逆性変化であり，綱包自体ee内在固定　同じ事が木実験のb　・）・・qソ胃1こよる細縄細泡職1〔につ

する自律性増殖能をもつ腫霧とは別個に考えるべきも　　いてもいえるわけである。

のと考える。

　借単なる合日的性の細胞増殖，系統的細胞増殖，腫　　　　　　　　　租　結　　論

励問には如何なるfX・1）di性鮒たせるぺきであろう　　トリパソ脊の長1髄纐賂にょつて起狛1魏1網症

か・Gillmanは之等は連続rl勺に悪幽麟え移行し得　についてリソ・糠を中心として観察し煽語・果，大体

’るというがBtingelerは反応性増殖乃至良性腫蕩は　　　Gillman等が得たと岡様の1象を作るll：が出端そたが，

悪性腫瘍との問には殻然たる区別があり，両轡の間に　　彼の歎ふ1｝賜性のHistiocytoma等は腫瘍でなく寧ろ

階段的移行は起り得ないと主張し，吉田も同意見を突　憩漁こ起つ酬il聯馳の過剰の再生鋤1〔と考えられ

験的肝癌発生の中で述べている。一・体生理的にも，病　　　る。

理的にも再生を繰返えすと云ふこと自体が，腫蕩発生　　　　本実験においては叉375臼に鐸旺るも恵ゼ蹴瘍を得る

に対し助成促進的に鋤くか，或は再生細胞自身が肛亟揚　　　掬歌出来なかつた。

細胞に移行し得るかという点はまだはつきり解決され　　　単なる細網細胞の反応tlli増殖と悪性腫瘍とのへだた

ていない問題である。　　　　　　　　　　　　　　　　りが其肖闘に介在する細綱症によつて連続的なスベク

　又入の細網症が鵬なる反応性「1∫逆性増殖と真性腫瘍　　　トルをf’ドるというGillmanの系1！i論は本実験において

との中間に位する存在であると考えても，この場合原　　確認する鱗は出来なかった。

一因不明の調節性増殖（Gesteuerte　I－lyperplasie，　Blin－

geler④）とするか，或は正常細胞が獲得した異常物

質代謝による白律化された増殖（Aut。matisierte
Hyperp！asie，　Stein）⑩とするかに問題がある。後著は

一般に腫瘍を悪性度の点から数段階に分ら，その巾の

条件っき悪性（BeSchrtinkt　malign）の中に属せしめ

ようとする考えである⑦。木実験においてリソパ腺を
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　　　　　　　　　　　文　　献　　　　　　　　　　　　　　　　⑥Ooneda，　G．　eヒal：Experirnenta】studies　on　re一

　①Domack，　G．：Die　experimentelle　Geschwulst－　　tlculum　cell　sarcoma　and　reticulosis．　The　Gumma

　forschuug　im　Handbuch　d，　a11g．　Patho1・gie　Bd．　　丁．　Med．　Sd，4，295－317，1957　．⑨Papaclヌamlam－

　　V工，Teil　3，248，1956．Springer　Verlag。　　②Gill－－　　pous，　N．　X．：Befungle　an　der　Ratte　nach　langf－

　　man，　J，，　Gillman，　T．，．Gilbert，　C．＆Spence，1：The　　　ristigen　Versuchen　mit　intraperitopealeエユInlec－

　pathogenesis　of　experi【皿enta11y　produced　lympho－　　tionen　von　Trypanblau，　Beitr。　path。　Anat，117，

　　mata　in　rats（including　Hodgkin’slike　sarcoma）　　85－89，1957　　⑩Stein，　F．：Betraclitung加瓢

　　Cancer　5，792－846，1952　　＠jMarshall，　A．　H．．　E，：　　　Problem　d、　Hyperplasie　u，　d，　Neoplasie　bei　den

　　An　ouしline　of　the　cytology　and　pathology　of　the　　　Reticulosen．　Virchow’s　Arch．329，732－742，1957

　　reticular　tissue，203－211，1956011ver＆Boyd．　　　　⑪Grieder，　H．　R。l　Ueber　die．Be亥iehung　zwischen

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド
　　④Rotter，　W．　u．　B己ng！er，　W．：Die　Systemhyper－　　．Reticu！oseロ，　Rethotelsarko坦，　Virchow’s　Arch．　’

　　plasien　der　blutbildenden　Gewebe　u．　Organe　im　　　328，442－・・468，1956　　＠Amano，　S，，　Unno．　G，＆

　Lehrbuch　d．　spez．　path．幽．Anaヒ．　hrsg．　von　Staem－　　Ilanaoka，　M．：Studies　on　the　discrimination　of

　　mler　526－532，1955，　Walter　de　Gruyter，1955　　　　　1ymphocytes　and　plasma　cells；SupPlements　on

　　⑤Robb－Smith，　A・H．　T・：Reticulosis　and　reticu－　　advocation　of　the　lymphogoniatheory，　Acta

　　los爾rcoma　；a．hisし01（⊃gical’classificatiQn・J・Path・　　　Paしh，　Jap、1，117－130，1951　　　⑬Yeshida，　T，：

　　＆Bact・47，457－480，1938　　⑥ibid・；Thc　lymph－　　Gan　no　hassei（in　Japanese），　Neiraku－・Shobol
の

　　node　bi。psy・　ln：Dyke・S，　CりEd・：Recent　advan－　　T。kyo，1948　⑭Custer，　R．　P．＆．Bernhard，　W，

　　ces　in　clihical　paヒhology，　London，」．＆A．　Chur－　　　G．；Interre］ationsh圭p　of　Hodgldガs　disea巳e　and

　　chil1350－370．1947　　⑦Scha110ck，　G・：Die　　　ot1ユer　lymphatic　tumoゴs．　Am，　J．　Med．　Sci．216，

　　e．xperimentell　Ret至culosen，　Verhandlungen　d．　　625－・642，　1948

　　deutsch，　Gese11．　f．　Path．37　Tagg。1953105－126，

　後記：この仕琳ほ昭和33年度文部爾総合科学研究

「悪性リソパ腺腫の病理」の一部として石井善一郎教

授指導の下に行はれたものであります。ここに同教授

並びに仕都の推進に当り御協力，御援助を賜？た長野

県北信病院長朶譲治博士に感謝の意を表します。
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3．

Pulp全体に亘るhistiocy†osls

小組織球がびまん性増殖を起して

いる巣内に新しくリンパ流路が形

成され，1列に並んだ小組織球が

亀　　　　　　　　　　　　　　　　　その沿岸を形成している。赤血球

食細胞が数個みられる。

（］60日例，腹部リンパ腺）100×
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．．’ D顧．・　顯．繍・“　　　醐・・（74日例，腹部…腺）
，　’訟．　ww　「璽　競・　　「・“　4°°・
頸．・’．・・　購・・’．護望

6．

洞カタル

拡張洞内には合胞性細網細胞の増

殖が起つている。

（190日例，頸部リソパ腺）　200x
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惑雛繭i灘　縷議・纒

耀「 ﾕ灘購騨ww“・曝

b競　　・　一　…嚇可成・数膿つて
，　紹の．‘”　　號”　　い・．

”　　　　　　　◎『・　　◎一“・

：聯一．凹＿竃簿群
◎　　、　　　　　　　　　　　e、
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に現はれる。
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14．

Histiocytomaの鍍銀染色像

組織内好銀線維の新生は殆んどみ

られない。

（190日イ列，　丞貞部リ　ソノ＜月泉）　　400＞く

15．

Hyalinosis及Fibrosis

（120日例，ソケイ部リンパ腺）

100×
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16．

左右ともにHistiocytosisの細胞

右像では細網細胞穿起がまだ残つ

（300日例，肝門部リンパ腺）900x

　　　　　　　　　　　　　　　17．

　　　　　　　　　　　　　　　Monocytoma

’　　　．　　．e　　　　　　右はその中に存在した強塩基性の

　　　●　　e．
e　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘

18．

900×
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19．

起している。この様なものも腫瘍
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灘・1．｛・郷硬　　・

豊

識灘・劉・　　24・
腰

’　　　　　　　曳㌦　・諺r梶　葺　v

　覧メあ一’　．°蟻嘱

滋諺麹翻
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駿

、’　　　　　　　　　　　　　　「　　　　　　　　掌　　　　　　　　　　「　　　　　　　　　　　　　　t　　　　　勺　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

．， @　　　　　　　　　　　　転◎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　舞㌘・歓・隙゜∴　r’ド　・旧月包で戦・・㎞…翫は

　L　　　　　　　　　　　　　　　　　喪キi　　　’

　　　　　　　　　　　　　　難、
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28．

大腿骨骨髄のHisticytois正常骨

淘　奮・－t．　　．　i　－’L　　　　・
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畦ン　　　　r　　鞭　　麟覧・　　無　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

33．

肺気管枝のCysitc　djlation及び’

その周囲の小濾胞性の気管支上皮

の腺種様増殖。

（370日イ列）　100x
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懸篭・讃i　覧欝一，、

蓑lll　灘
　　　　P

35．

肺組織線維化

（同Il例）　］00×

鱗．藤纈、懸、・99．　。もr，・
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　　　　38．拶　．　．　　マウスのリ．パll泉（2・・日例，頸
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，Ut’ @巌　　　“　’　　…の肺　　　一

　　　　　　　　「9
　　　　　　　　M’　　　・　　　　　　’　　　　　　　40．

♂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t

．，・
@欝描、1”fi＿lle”t　s　　　脚胞浸潤蝶w．　．　趨、、‘　　　　　　3　　　　　　S　　　　　　　　　　間質にびまん性にひろがる白血病

鰭　　 ・　　謡　　　　　　（、57日例）…。

be．．ぽ B、、、　anぜ　　　 墾　　．


